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八
街
駅
前
第
１
自
転
車
駐
車

場
お
よ
び
第
５
自
転
車
駐
車
場

は
、
有
料
登
録
制
の
自
転
車
駐

車
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
有
料
登
録
制

自
転
車
駐
車
場
の
平
成
24
年
度

分
（
平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平

成
25
年
３
月
31
日
）
利
用
登
録

申
請
の
受
付
を
11
月
16
日
㈬
か

ら
開
始
し
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

利
用
登
録
申
請
書
を
ご
確
認
の

う
え
、
必
ず
受
付
期
間
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
登
録
申
請
書
は
、
11
月

16
日
㈬
か
ら
市
役
所
都
市
整
備

課
・
市
役
所
受
付
・
Ｊ
Ｒ
八
街

駅
自
由
通
路
に
置
き
ま
す
。

○
申
請
方
法

　

利
用
登
録
申
請
書
に
必
要
事

　

項
を
明
記
の
上
、
都
市
整
備

　

課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
分
の
有
料
登
録
制
自
転
車

　
　

駐
車
場
の
利
用
登
録
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
育
士
が
子
育
て
へ
の
不
安
や

悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ

て
い
る
ほ
か
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、

手
遊
び
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い

ま
す
。
あ
な
た
も
気
軽
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

12
月
16
日
㈮

・
午
前
の
部　

　
　

午
前
10
時
〜
11
時
15
分

　
　

（
０
歳
〜
２
歳
児
ま
で
の

　
　
　

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護

　
　
　

者
対
象
）

・
午
後
の
部

　
　

午
後
１
時
〜
２
時
15
分

　
　

（
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

　
　
　

そ
の
保
護
者
対
象
）

と
こ
ろ　

市
中
央
公
民
館

定　

員　

各
35
組
（
申
込
順
）

費　

用　

無
料

※
申
し
込
み
は
、
11
月
16
日
㈬

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
電
話

ま
た
は
園
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
立
実
住
保
育
園
内
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
４
４
３
│
８
９

０
０
へ
。

市
立
実
住
保
育
園
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会

○
受
付
期
間

　

11
月
16
日
〜
12
月
16
日

　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

　
　

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

　
　
　

は
午
後
５
時
ま
で
）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
市

役
所
受
付
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
郵
送
の
場
合
は
12
月

16
日
の
消
印
有
効
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
都
市
整

備
課
☎
４
４
３
―
１
４
３
２
へ
。

全
国
防
火
統
一
標
語

「
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な

い
で　

も
う
一
度
」

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中

心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
住
宅
火
災
は
、
日
ご
ろ
か
ら

の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で
防

げ
ま
す
】

◆
台
所
で
は
、
コ
ン
ロ
の
そ
ば

　

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火

　

を
消
し
、
周
囲
に
燃
え
や
す

　

い
物
を
置
か
な
い
こ
と
。

◆
各
部
屋
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
、

　

ほ
こ
り
を
た
め
ず
、
定
期
に

　

点
検
し
、
た
こ
足
配
線
は
や

　

め
ま
し
ょ
う
。

◆
タ
バ
コ
の
始
末
は
き
ち
ん
と

　

し
ま
し
ょ
う
。

◆
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

　

も
の
を
放
置
す
る
の
は
、
放

　

火
の
原
因
と
な
り
と
て
も
危

　

険
で
す
。
家
の
ま
わ
り
は
い

　

つ
も
、
き
ち
ん
と
片
付
け
て

　

お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
日
ご
ろ
か
ら
初
期
消
火
の
方

　

法
や
避
難
方
法
な
ど
家
族
で

　

話
し
合
う
機
会
を
持
ち
、
職

　

場
や
自
治
会
な
ど
で
実
施
さ

　

れ
る
訓
練
に
進
ん
で
参
加
し

　

ま
し
ょ
う
。

【
平
成
20
年
６
月
よ
り
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
は
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
】

　

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置 

済
シ
ー
ル
」
を
玄
関
先
に
貼
り
、

安
全
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
組
合
で
は
、
地
域
の
防

火
対
策
の
推
進
を
目
的
に
既
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
済

み
の
世
帯
に
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
済
シ
ー
ル
」
を
配
付

し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ル
に

は
法
的
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

シ
ー
ル
を
受
け
取
る
側
の
意
思

で
玄
関
先
な
ど
に
貼
っ
て
い
た

だ
く
「
安
心
シ
ー
ル
」
で
す
。

　

配
付
す
る
際
に
は
、
設
置
状

況
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
団
体
な
ど
、

取
り
ま
と
め
て
受
領
す
る
場
合

も
設
置
済
世
帯
数
、
設
置
場
所

（
寝
室
・
階
段
・
台
所
）
の
個

数
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
事
前

に
把
握
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
佐
倉
市
八
街
市

酒
々
井
町
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
課
☎
４
８
１
│
１
２
１
７

へ
。

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す


